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Weinvestigatedthemechanism ofthephotodecompositionofll/Cfrom the

viewpointsoftheeqectsofwavelength, surroundingatmosphere,andphotoelectric

conductivityoflL/C.

Thedepolymerizationofn/ciscausedbythewavelengthoflessthan.3,BooÅ,
anditsratebyconstantwavelengthlightisconstantthough thenitrogerLcontents

arediqerentiLthedegreeofpolymeri之ationof71/careconstant.Byincreasingtheintensity

oEradiation,therateofdepolym erization l光COmeShigher. 02mOleculein theair

acceleratesthcdepolymerizationofu/C.ThetemperatureisnotsomucheHectiveto

photolysisasthewavelength.

Intheair,depolymeri2iationisnotoccurredbutreductionofnitrogencontentsis

causedbynearultravioletray. Onthecontrary,inreducedpressures,depolymeriza･

tioniscausedandreductionofTlitrogencontentsisnotoccurredbyultravioletray.

ThereductionofnitrogencontentswillbeduetochemicalreactiorLOfll/Cwith02,

anddepolym eriZationwillbeduetophoto･degradatiorLreaction.

Beingirradiatedbyultravioletray,thecarriersareproducedin1Z/cGlm,then

thesecarriersreaCtwith 0 2 moleculewhichisexcitedby111travioletray, and

depolymeriZationandreductionofnitrogencontentsarecausedatthesametithe.
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1. はしがき

高圧筒気火花が火薬を通じて発生すると,燃嵐 爆

燃または爆発が起り解る｡この先否は火花の特性と燦
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薬の性質で決まるので,これを起し得る最小の怒気エ

ネルギー低を火薬の感度来示に使用することがで き

る｡同様なことが爆発性気体についても首え,この種

の研究は従来行なわれているl)｡

しかし火薬についてはこの唖の実験は殆んどなくま
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してこの様式で感度栽示をすることについて建Ei'(的に

研究,爽施した例は殆んどない2㌔ その理由は火花放

髄が極めて塩時問 (/JSeC)の現魚であるため,lTlしく

測定するための工学技術が十分でなかったためと想わ

れる｡

稚気火花に対する火燕の感度は上IJrLLのように利用で

きるが,称 こ火薬取扱時の静電見放髄による発火の危

険対策の資料となる｡例えば起爆薬の製造,･紺野の取

払 AN-FO爆薬の装填 3),発射薬,ダイナマイトの

製造等の保安に関してこの感変位は取扱上の遊坤とす

ることができよう｡

爆薬については現在研究中で.その一部は発我した

が一㌧ ここでは節気冊肝の点火Tiについて夷放した結

果について述べる｡この範のデータは従来発灘された

ものがない｡

5稀の点火玉 (類似物を含む,以下同様の)薬を通

じて,火'JE放鴨を起させ,発火を起し得る叔小紙免エ

ネルギーを求め,これを碓気火花感度とした｡また火

花放髄による同じくF･SeC歓のパルス電箆を点火式の

唱橋を通じた場合の発火についても同じく電気エネル

ギーを求めた｡さらに msec,decisec級の滋柑HJ通

髄による発火についても点火玉 l範の感度を求めた｡

従来のこの種の実験は msec財 'のものでfLSeC級の

パルス砥流によるものはなかった｡

2. 典 故

点火玉の化学成分は起燦薬または酸化剤と披酸化剤

の混合物が主成分で.肋者は燥轟または燃焼し.役者

は燃焼する｡以下発火と称するのはこの何れかを意味

する｡何れにしても雷管作動の節 l段である｡ここで

は点火玉のみの実験であるから,起燦藁と漆装鵜を用

いず,点火玉のみまたは点火玉と銅管体のみを組立て

て突放を行なった｡

2.1 !式 料

日本の雷管メーカー3社の中の2杜の実用点火式敷

晶の内点火玉型 A,a,Cおよび充填型 D.E を拭
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DNPDDNP料とした｡これで岡産品の大体の様子

を知,)村る｡試料は常に蛍化かレシウムデシケータに

保存した｡D.Eは湿っていると発火し廷い｡a,

D点火玉の韓国を図1はに示す｡A.B,Cは大先中

で脚線開通筒で炎と′ト爆音を発生する｡何れの点火玉

も療閉状趣では激しく瞬間的に燃焼する.その大略の

化学成分につき文献6)と定性分析を行なった結

果を表 lに示す｡2.2

雷管の絶操耐力予備実験として鏡管体に納めた点

火玉につき,管体と確橋の岡に 5kV/30secの逮腔

で僅圧 を上昇しつつ加え,絶縁耐力 (-絶縁破地価圧

,火花放価開始屯比)を検し,またそのときの点火玉

の発火の有無を検した｡回路

は図2に示すC10M∫M loo

0.1回 2 留管

の縫線耐力封建荊正確源は興和熊KowaHTS-IO

OOS型で,喧旺制御部を改造し低能庄 (40kV)にも安定化作

用を持たせた｡火花放電の起るILl11にコ｡ナ放喧(5-15

FLA)が先行するのが普通である｡このとき発

火した例 はなかった｡A,B,C 点火玉については火

花放矧 ま点火玉実質を通じて起るよりも点火式下部

の軸 露出部と管内蚊のPqで起る方が多いようである｡衷2(a),

(b).(C)はこの状況での結束である｡淑2(d),

(e)の充填型では必ず火花は薬部を通じて起る.



表 2(A) A雷管としての地軸耐力

表 2(b) B餌管としての絶技耐
力- J=.ー _--▲一

-‥益悪霊酎 芸の役完 l嘉

の艇琵 l秋 の棚妻 2(C) C筋

管としての地組耐力最 悪別 品の政

宗 l蒜の戯R l鰍 の梢我中継統火花偲洗伍は奄源電圧の洞盤によ

り広い範例で任意に選べるので

,適当な鱗とし辛･')じて発火する程度にした｡YoL24,No.5.1745 蛮 2(d) D点

火玉の絶技耐力(常管としても同じ)表

2(○) E点火玉の地軸耐力く留守とし

ても同じ)2.3 点火玉の絶操耐力2.2の火花-放取はrp'健



についてのみ測定した｡籍典は表3に示す｡多少 2.2

より発火しやすくなっている｡発火しなった点火玉に

は火花路となった細孔が肉眼で謬められた｡

蛮 3 A点火正英の絶縁耐力
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2･4
カー･コイル(CzLrCol))の火花法

力一･コイルによDJl'ルス入力を昇圧して火花放髄

をさせる方法で実験例2)はあるが,エ
ネルギー伝達率

が不詳のため発火に必要なエネルギーの絶対値を求め

ることは国連である｡しかし
簡蝉に実験できるので予

備的に行なった｡
使用カー.コイルはダイヤモンド印6V用で図4

図4CarCoilによる予伯炎敬

Ll=6.3m
tIRL=0.96
g7
L2=33HR2=5.
3kD

12

のように配線した｡Cはエネルギー蓄積用オイルペー

パーコン,スイッチは自作の機械的な銅片接触式であ

る｡カー･コイJL,の渚定数,および以下の項に現われ

る抵抗依等は日恩寵波製 LCRブリ･Jヂ 826型 およ

び横河奄挽製万能ブリ･Jヂ BV103A型 によって淋

起した｡充租回路の時定数は lmsec程度で長いか

ら,スイッチ投入時甲 huntingがあっても問題 にな

らない｡飲料はA点火玉で2.3項と同様に処理したも

のである｡結果は衷 4に示す｡

衰 4 分-コイルによるA点火玉の予愉尖故

Cの容丑
(ど)

0.05

0.1022

(Q'vr 門(qlBm) 発 火 の 有 無

火花のみ

発 火
〟

火花なし,発火せず

発 火

火花のみ,発火せず
〝
〝

発 火
′

火花のみ,発火せず

Cの容束が〇･1022fLFの とき,克寵屯圧 280V以

上では必ず発火し(5回),以下では必ず発火しなか

った (5回｡従って 1次側のエネルギーが l/2CV2-

4.OmJのときが限界となる｡この結果は次のように

検討した｡

就料に加わるエネルギーは変圧特のカー ･コイルを

通過しているから,1次側のエネルギー 4.OmJより

小さい苛である｡その損失は次の3項に分けられる.

(I)2次コイルの内部抵抗 (5.3kD)のため直紀姐を

発生する｡火花間隙の大路の抵抗値 500か(後山図7)

との比で比例配分されるとしてよい｡従っ て効率 は

500D/5･3kD=9･4% となる｡(2)電流を高周波用の

低抵抗に通じその懸圧降下 を岩崎 シンクロスコープ

530トSP-20(帯域幅20Mc)T･肉眼親和するに 50kc

程度の減衰舵肋であった｡従っ て表皮効果がある答

で,直流抵抗 513kD より薬効抵抗は大 き くなる｡

(3)この振動偲流に従って射 ヒする在来に伴う鉄損は

商用交淀の鉄組 (I-3%)より大きい筈である｡

(2)I(3)の紙朱の評価は困難であるが仮 pに l/2

とすると後述 2･613の冶束と合う｡これを栽5に示

す｡
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襲 5 A点火玉についての発火エネルギー

研 t] l計 算
式 ほ ma:;:

l次何C中のエネルギー lI/2CVB

2次コイルの在涜抵抗捌先を除虫

荊t.EJ波ILるための綿欠を除i:･

2.6.3の火湘依

0×9.4%

2と仮定

Icl'dE

4.0

0.38

0.19

0.14

2.5 点火玉の宛先

後述 (216)のエネルギ-直接油淀を火施した条件･,

つまり辛うじて発火し締る条件でA点火玉 を発火さ

せ,その光をホトコル (浜松テレビ封 IP21)に受け

ることにより通価より発火までの時間と発光耗綻時間

を粥定した｡ホトコル受光系の時間分併任が 2FLSeC

よりよいことは別に細 めてある7㌔ 発光 は適確後 30

msec後に始ま少,触統時間は 10msec弱 であるこ

とが2例で示された｡発光までの時mJは油碓寵乾の大

いさにより著しく変動する(200fJSCC～30msec)こと

は既に示されている7㌔

2.6 放旬エネルギーの在練測定

2.4.1 従来法の不適なること

従来の感発性丸体用訊映回路を点火式に適用し,こ

れを図5に示す｡

R

囲5 従 来 法徐々に充屯屯正を上昇し

終に飲料Gで放曜させ,このとき発火するや否やを検しエネ

ルギーは l/2CVt式より計昇する方法である｡Gに加える鑑正は少なくも

6kV(我 3)を繋す るか ら上記 2.4のエネルギー0.19mJを寄え

るためにはコンデンサー Cの容盃は20pFでよい｡

般初の放侶後 R を迅 じて Cが再売価されその結果再放f

Ziを起す可能性,さらに持鋭放qiにまでなることを防ぐために R

Cの時定数 を相当大きくして,丑初の放fB後iflちに手動等で柁源を切り熊

さねばならない｡RC=lscc,C--20pFよりR

-5×LOllD となりこの秘庇の抵抗は絶縁抵抗と首

ってよく安定に爽現することは国雄でる｡Blar

LC8)他はエボナイト棒を抵抗に使用しているが安

定し任いであろう｡Yol.24.No.a.け▲S 2

0pFのコンデンサーの絶線はさらによくなければならない

｡なお回路抵抗を無税している点は根本的な欠点であ

る｡2.4.2 典 故 法火花エネルギーを

近接求めるには租蛭間侶位畳Cと態茂を川別印の関穀として奨測LI

e7'dLを求める必要がある｡回路を図6に,その定数を衷6に
.
髄庄他流のオツ

シログラム例と これよ1)計昇した凪力と抵抗の曲線を

図7に示す｡
抵抗は凡て高周波型,
CROはTeklroni)i

555-CA,
K(



蛮 丘 図 6 の 定 放

領抵抗 1MB> 分圧

韓抵抗 10.8kD)分圧器を by-passする電流は火

花が始まれば無税できるし,額分は火花が始まってか

らをとるので関係がない｡碓流シャント10)は Bi

filar巻きのユタt7ム線の自作である｡主回路

の 10kp は振動抑制抵抗でコンデンサーに蓄えられ

たエネルギーの大部分はここで消費される｡振動状態では Jcl
'

dEの萌分が極めて困難となる｡初期には CRO

えの信号取出 しは平衡2親で差動的に行なっていたが,配線 の シールド,その短尺

化,按地点の改良で1線

非平衡式で正しい結果が希られるようになった9

)｡本実験で最も最も時日を要したのはこのあた9の問題

についてであった｡手枕きは次のように行なった｡CRO 糠を撮影したネガフィルムを引伸城にかけ,軌跡をグ



教 7(C) C 点 火 玉

Cの 電 8:.(kV) lcLdE(mJ)
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衷 7(d) D の 点 火 玉

{&高 圧 (這V5=F扇 (ふ可 完 蒜

2.7 塩時間パルス屯疎

通屯2.6では点火玉薬の爽質を通じて起る電気火花放髄
による発火につき述べたが,ここでは点火玉内部の価

掛 こ適確するときの発火に必要な政小エネルギーについて述べる｡

この種の実験は従来い

より多くあるが,大部分は適確時間が長く (m8eC租度



通脚 .ff卿ま敢 fLSeCより)OfJSCCである｡CRO苛

は 2.6.2と同 じであ る｡制動抵抗 は前同株放髄が

Overdampingになるよう.かつ印加屯庄 6kV以下

で点火玉が発火し得るようにした｡分圧草の分判比を

約 1/20としたので 2.6.2の砂合でも波形盃は銭か

であるが空に改脅された帯である｡偲橋の抵抗が十分

小さい (約 L.q)ので分圧棚 矢は無視できる｡

実現硫庁はまず絶対不発火と予想される低い征圧よ

り始め 100-200V づつ上昇させ,その度に 2-4回

通寵を釈みながら発火するまで行なう.拭料は仰 同

様発火の有無に拘らず,適職掛 こ新しい もの をJflい

た｡

2.7.2 括 果

結果を敦9a,b,C,d,Cに示 す｡a,b,Cでは

発火したもののみについて,a,eでは発火,不発火

ともェネルギーを示す｡喪中の平均鮭については的項

2.6.3と同じ解釈ができる｡

衷 9(8) A点火玉の瞬間冠拾通領一
発火エネルギー

Cの 句 法 (kV) l leJ'dL(mJ)

平 均衷 9(tI)

表 9(C)B点火玉の南関 C

点火玉の肩閃成械透fB発火エ f8

横道電発火エネルギー ネルギー

C亮㌍ 上 覧 ｢I.58

3.4I,83

3.3I.54

3.41.18

3.3I,64

3.3I.61

3.a).56

3.2I.63

3.21.70

3.3I.45 3.3 I.5

3l.7

01.4

8).2

3l.2

0).5

1I.2

4).3

8l.4

11.38V･ 均 f ,･41 衷 9(A) D瓜火玉の

南関花輪通屯苑火エネルギー

ー

金平均1 6.31

発火したもの

の み の平 均2･8 長時間/t

ルス屯横透罷2･丁の通常時胴は歎 fLSeCであったが

,ここでは長時間 (Ⅱは飲,decisec)の確揺適屯 に対する感掛 こつ

いて述べる｡
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2.8.1 突 放 法

回路は図9に示す｡領流シャントはマンガニン線を

なるべく無誘導にまいたもの,国中の R Iま竜涜制限

用.<･価標抵抗よりはるかに大きく,従って定電光源と

みなしてよく,偲情の通寵加熱による抵抗増加は屯圧

降下分の増大を来し,オシログラムに紀赦され,槻分

計昇に自然に井入されることと 2.7と同 じである｡

-ルムホルツ板子は欺 kgの振子で軽い款接点を開閉

するもので,時間ml輔を任意に設定できる｡壊点は根

城的のもので,Chatteringを起 していたので,水銀

接点に改造した括弧 満足な軌作を行なうようになっ

た｡

Helrnhlzの梅子

図 9 長時間電損通碓LuI絡

まず通竜時間を決め,これに対し丁度発火するに必

紫な屯流位の見当を欺回の予備実験でつけ,
その近く

で欺点より数十点のfu託位を図9のRの増減で改定

した｡
その範囲を我10に示す｡
同一試料についての適

確を一回限])としたこと荊同様である｡
発火の判定は

容易であった｡
実洲の通患時間と確沈班より点火玉の

価橋抵抗を一定と佼定すれば Ii2rldEを求め

ることができる｡しかしこの仮定は正しくなくその意味が不明

疎である ｡

壷10枚定通電時
間と大略の発火限界電光CfL'

通

懲時間 (msec) I 曜 拭 くA)14

t05000 906557引舶o0

000点火玉について得た碇圧と電オツシt,

グラム曲線より耕分 IcdLを実行すること前項 2･7

と同 じである｡積分の開始点は池偲開始時刻であるが

,終点は必ずしもへJ

t,ムホルツ振るの接点のrHく瞬間ではない｡この

点を次に述べるC確Efと徳光のオシログラムの代衷例を

図10に示す｡Vol.26.No.5.1985 二二テンT frJJu/Ln eJ:-il三-

!=国10電桟通電の確b!奄沌オシTZグラムの例

(a)を示すときは発火も不発もあり得た｡不発のと

きは必ずこの形をとった｡俺圧の上昇は怒橋抵抗の加

熱による増大を示すので,発火または発火に近い条件では

30-40% 増になっている｡しかもこの抵抗増加には

不迎税瓜がないから発火した場合でも,その時刻は適偲終

了後である｡なお観光曲線は水平であるから,親分計界は極めて

容易である｡(b)の忠正曲

線には不連続点あり急増を示す｡ここで化学反応が始ま

J)そのための加燕が開始されたとしてよい｡Je

idEの 併分は-LL:この点まで行なう｡(C)の

電圧曲鰍 二は不遇統点がスイ･Jチの閃くとき現われる｡こ

の曲線は稀に現われる｡(d)の砥圧曲線は価楠の抵

抗の急激な増加を示し,曜流は0となるので,切断し

たことを示す｡通屯設定時間 50-100nsecのと

きよく現われる｡硫分は切断時刻まで行なう｡(e)の

偲庄曲鰍 まdと似ていて包橋の切れかかりを示す｡通偲設定時間が 50msec以.T のと

きよく現われる｡
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回11ErlSeC迎屯時の発火限界エネルギー

3. 考 察3.1現先火花感度測定値は筒極問で消費されたエネルギーであって,

薬の発火に有効なエネルギーより大きい苛である｡測定された

エネルギーは(1)包梅加m,(2)空中火花路の形成による空匁加;臥 (a)普,(4)光.(5)

非の加熱に費やされる｡(1)帝ガス中で白金簡極により火7

放 寵をさせたと普,気体に与えられるエネルギーの割

合は気体 の範頼.間際長等IC大幅に変わり 30-70% である11
)｡本来故では空中と薬中

の火花であり,磁極の一方 は銅軌 他は薬中の銀線であるから条件は興る｡

このとき空中で消費されるエネルギーの剖合は不明で

あるが,矧 こ

移行するエネルギーよりは比熱.絶縁抵抗より考えて

小さいであろう｡空気岡隊長を変えても (2倍まで)

発火に必要なコンテ'ンサー充屯鑑正には殆んど彫轡がなかったこと

も装付けとなる｡く3),(4)晋と光のエネルギーは伍

かで無現できよラ.(5)薬えのエネルギー移行を

考える｡IT庇に寵気火花のプラズマは款万度で,本実験

の条件の 30kV/0.3cmの砥位憐度では 45,

000oK となるJ2)｡このプラズマより

薬は熱庇を受取る｡この火花放屯をセt7ノ､ン膜を

通じて行なうと小孔を攻す｡仮Dにこの直径を 0･03m

m とし,これがプラズマ直径に噂しいとすると,この大いさの薬の取分は

恐らく機械的な力を受けるであろうが,その部分の温度

上昇は次のように計算される｡その細 は 0.00

08cm3,薬を DDNPとLNeum･aTtn･K

opLの法則で比熱 を求 め るとその熱容盃 は0.0004

mcAlとなり,入力 ImJに よって 620oC の軌妊

上昇を来すことになる｡この位は普通の測定法,すなわち 4scc待ちクルップ発火点 (実測 186'C

)よりはるかに揃いが加熱時,問 が短い (穀 p

s∝)から18 (274)

当然である｡糞Ilの岱よ



表 T2 発火に必蛮な最小エネルギー

叶

l.I

考 .i

1.1

JO

電i

JS-ZJ〆 〆
0打 JOO Zoc

囲13 温齢 こよるfB概の抵抗変化,●,A点

火用,0,B点火玉用,x,C点火玉用
句栃の共餌,爽虎は文款の位14より計
井

一方 Jn'dL式による央淑エネルギーが初期 には砥

樵線のみに止まっているとすると,その寸法,性質よ

り温度上昇を計昇することができる｡A点火玉では爽

謝線径の平均伍 0.0027cm,長さ0.14cm,他の点火

玉では爽搬 径 0.003cm 起き0.2cJnであった｡組

成は白金イリジウム (90:10)と仮定して比熱と比丑

を文献位Il)0.1362J/g℃/25℃,A=21.5をと?唖横

線 の熱容虫 0.563×10~Ccal′C,1.0×101ccA)PC を

8,表 9の伍を用いて温度上昇を計算し衆目を得た｡

表 11奄摂阻庇の計募 (cc)

肥 芦 '.Tr｢罰 許露

E/.A(-r)曲線の点終位(最高位)と
油浴中英封の抵抗温度園係より

Ie7.dLとfR描線の熟容丑より

裏によると棚 軌変上井と確憶農注入エネルギー

とによる叔高温皮は,熱伝導tlスを無視していること

を考えるとよく一敦しているというべきである｡つま

りこの仮定は無理でない｡

2.8長時間パルス適確に対する感度曲線 (図11)に

おける時間0えの外挿伍と F･SOC級パルス適確感度と

がよく一致しているのは,この2方法とその結果が正

しいことを示している｡

箇椋適確感産と薬を通ずる高圧火花放唱に対する感

皮とは発火織柄が異なるから必ずしも一致する必要は

ない｡

表12で見るように塩橋避妊感度が火花故紙感度より

2-5倍鈍感なのは,前者では火薬でない,しか も相

当熱容魚の大きな白倉金線を加熱しなければならない

として況明できる｡ただし C,D点火玉 で逆になっ

ている理由はよく判らないが,薬の化弓t的,物理的性

質のためか,これと関連して価檎線の放射 乍用がある

ためかと想像されるが,これを明らかにするには別に

Vol.24.No.5.1145

税 額 火花のとき(mJ) 領相池fBのとき (mJ

)A 0.Ⅰ4

0.808 0.6

2 1.60C 1.61 1.41

D 8.7 0.

78E 2

.99 6.87研究を

賓する｡3･3 本央験法の得失本来験では屯

圧と怒流 t'を同時に測定しエネルギーを Jcl'dL式で計

辞し,従来の L/2CVt式 によらないので,回蕗抵

抗,スイッチでの机失,コンデンサー訴屯体の層

歴効果による誤差は結果に含まれない｡欠点としては梯分

の手続 きが 面倒なこと.lpsec/cm 回路の組

立.部品,接地点,丑合点等に注忠を要すること,lfLSCC/

ctnのJP線引妃魚可能のオシロスコープ2台または2栄子のも1

台を姿することである｡A. ま と め5租の怒気雷管点火玉と管体との間の縫線耐力.点

火玉薬自身の絶縁耐力をまず測定した｡つぎに充屯

した コンデンサー の瞬間放怒fiは (簸FJSeC)を点火

玉萩中に火花の形で通じた場合,および点火玉内儀楠

を通した場合発火に必弊な最小エネルギーすなわち

感度伍を求 めた｡さ らに長時間屯椴通電(msec,decis

ec)に対する感度伍 を求 め,そ の時間0えの外押質は

psec通屯の場合のエネルギーと一敦することを見た

｡また通f3中の抵抗変化を同時に知ることができる

ので,髄恰適確につきその抵抗変化すなわち温度変化を知ることができ

た｡またこれについて検討を試みた｡付妃 本来

故の一部の紙料に関する部分については国鉄恰迫川工

部局よりの番紀研究の報告 ANIFO装填時に発生する

静電気の良安対5掛こついて｣昭印 9年日月,高分子学会

,静砲丸研究委員会,AN-FO委員会)中の筆者の分担事項を再録させ

て放いた｡国鉄当局に謝意を栽する｡他の部分

の試料は日本化薬 K･K 仁豊野作某所 の好悪により入手したものである｡同社 に謝意 を衣す

る｡ 文 献))ち.Lewis,G.VOTIElbe,

Conbustion,FlamesatldExplosionofGasesp.

390AcademicPress(NewYork)械T
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IgTLitioTLSeTL8itiyitieBOEBeAdBOEElectricDeton&torB

toSprkzLndFlowitLgCtLrrent

byYoshinobuNakano,YukioTanakn,YojiroMizushima

Fivekindsofbeadsmadecommerciallyweretested.

Breakdownpotentialsbetweenignitionbeadsandinnersurfacesofcoppercapsules

wereestimated.

Tgnitionsensitivitiesofbeadstocondenser･dischargingsparkwhosecurrentwas

criticallydampedandhadseveralmicrosecondduration,weredetermined. Thesens-

itivity,i.e_lheminimum igniliorLenergyWasCalculatedfrom ctJrrentandvoltageoE

thespark. ThecurrentandthevoltagewereleadFromthedischargingcircuit,and

recordedbyACRTandcamera.

SensitivitiesoEbeadstocurrentoEdeciaJ)dmini.seconddurationwerealso

measured.The丘gureoEthesensitivityextrapolatedEromthatoElongdurationtothe

oneoEzerodurationcoincidedwiththeabovesensitivitytothecondenserdischarging

current.

DiscussiononenergybalaJICeatbridgewirewasdone.

DataoEtheminimumenergiesin mJareasfollows:

kind ofspark

A 0.14

B o.62

C 1.61

D 9.60
E 2.81

ofcurrentbowing

O.80

1.60
1.41

0.67
6.24

ThesesensitivitydataareusefulforasafetyhaJldlingoEdetonatorsagainst
hamrdbystaticelecLrlClty.

(276) エ菜火薬協会珪


